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『河原寛之さんのスケッチブックとファイルの中の絵』 

コミュニティかれんで、河原寛之さんのスケッチブックとファイルの中の絵を初めて見た時、何だか

とても懐かしい感じがしました。1 枚の画用紙に、生活の中で出会ういろんなものが、ところせましと

描かれています。色や大きさの違う 89 個のビー玉、どんな味か書いてあるドロップス、クッキー、ア

イスクリーム。そしてお彼岸の仏壇周りの品々。縁日の屋台で売っているお菓子や玩具。酒の肴いろい

ろ。口紅やコンパクト、マニキュアの小瓶もありました。好きなもの、欲しいもの、驚いたもの、もし

かしたら嫌いなもの。それは日々の生活で出会った様々なものを忘れないようにメモしたような絵で

した。見ながら描いているのか、思い出しながら描いているのか、それとも写真やカタログを見ながら

描いているのか、私にはわかりませんが、描かれているものすべてが河原さんにとって、とっても大切

なんだろうなあと想像できる絵です。見ていると、なんだか田舎の実家に帰って家族のアルバムを見て

いるような・・・・幸せな気持ちになるのでした。河原さんの絵は、スケッチブックやアルバムの様に

一枚、一枚めくって見ると魅力が倍増します。何枚も続けて見ていると、河原さんの世界がなんとなく

自分の世界と重なってくるような気がします。小さい時に見た蟻の行列、砂浜にあった宝石のようなガ

ラスのかけら、縁日の夜空は何故か明るく光っていた。確かにあったよね、そうだったなあ。美術館や

画廊で完成されたすごいものを鑑賞するのではなく、ひとりで大好きな本のページをめくるように見

ることのできる絵。こんな素敵な鑑賞法ができるのが河原さんの絵じゃないかな？と思いました。 

 

 
。 

吉川陽一郎（オブラディ・オブラダ おうちかれん職員 美術作家） 
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新職員紹介 

ペパーランド・コミュニティかれん 伊藤章子 

新職員紹介 

 今年の 6 月よりペパーランド・コミュニティかれんでお世話になっております、伊藤章子

です。生まれは兵庫県ですが結婚を機に８年ほど前に新潟へ転居し、今年の３月に夫の転勤

により息子 2 人とともに港北区へ引っ越してきました。 

急な引っ越しの為、自分の住む場所がどの辺りなのか、駅までの距離感なども分からず、

住み始めた頃はまずは携帯で地図を眺めて場所を確認するのが日課でした。息子の通園する

保育園、スーパーなど少しずつ覚えてきた頃、ご縁がありこちらでお世話になることになり

ました。私には作品作りにおいての配色のセンスが全くありません。ですので、まさか作品

作りやアート作品に触れながら働かせていただくことになるとは思ってもいませんでした。 

利用者様がお選びになる糸の合わせ方や絵の具の選ぶ色など思いもよらない組み合わせ

で完成する作品１つ１つに感銘を受ける日々です。また、先日までぺパコミ展が開催されて

いました。作品が展示されている空間でお仕事できるのが本当に素敵なことだなど感じたば

かりです。 

一緒に働かせていただいているスタッフの皆様も本当に温かい方々ばかりで、不安な気持

ちが晴れてしまうほど明るく、毎日楽しく働かせていただいていることに感謝しかありませ

ん。まだまだ仕事は不慣れですが、利用者様との関りをより深め、利用者様にとって過ごし

やすい環境づくりができるよう心掛けていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 初めまして。今年の 7 月からアート・メープルかれんに入職させて頂いております伊

藤麻利と申します。 

前職も福祉業界の就労継続支援 B 型事業所で生産活動支援・日常生活支援・相談（面

談）を行う仕事をしておりました。メープルかれんで勤務して一ヶ月後に常勤職員が退

職。その半月後には引っ越しという一大イベントがあり、まだ不慣れだった私には不安

が沢山ありました。引っ越しでは荷造り・不用品の処分・各種手続き等も大変でした

が、アート・メープルの職員の皆様、理事長の新堂様、事務局の小林様が手伝って下さ

り無事に終える事ができました。 

移転し約一ヶ月が経ちました。活動場所は狭くはなりましたが良い点がありました。

全てが見渡せるようになり周囲の状況を把握しやすくなりました。利用者さん同士の交

流も徐々に増えてきました。勿論、課題もありますが、まずはできることから着手し、

少しずつ改善していけたらと考えております。 

生活介護事業所は初めてで、不慣れなため優しい利用者の皆様やスタッフの皆様に支

えられここまで来ることができました。心から感謝しております。 

まだまだご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、一日も早く貢献できるよう

努めてまいりますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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「いつもの夏」はもう来ない～異常気象に思う～ 横浜・はたけのもり農場 坂梨勝一 

 
私、数年前から夏がすっかり嫌いになってしまいました。 

農家ですから、一日中外にいなくちゃなりません。この夏はよく人から野菜の作柄について聞か

れましたが、野菜よりも作っているこの私自身が一番危なかったです。 

「朝と夕方の涼しいうちに働いて………」なんて言うのも、もう通用しません。朝も６時ごろですで

に真昼並みの気温。汗だくだくで、息も絶え絶え。 

 

「異常気象」という言葉に、すでに私は違和感を持っています。「異常」…「いつもとは違う」という

より、年々暑くなっています。「いつもの夏」はもう来ないと思っています。 

それがです。農家が使う種の袋の裏側には、「いつもの夏」の作物の作り方がいまだに書いてあり

ます。たとえば、ナス。ナスの生育適温は、「昼間 23～28℃ 夜間 16～20℃」。収穫期間「６月

中旬～10 月」。これって、40 年前の夏です。そんな作物を「いまどきの夏」に育てているのです。

ナスにしてみりゃ、ムチャぶりです。もう認めましょうよ、敗北を。「いつもの夏」はもう来ないんです。 

 

「異常」なんて言わずに、私はこの現実を受け入れることにしました。でも、たいへんですよ。試行

錯誤の農業です。 

こうして今年の夏を振り返りながら、この原稿を書いている今は 11 月 13 日ですが、「いつもの

秋」は来ないうちに、12 月並みの寒さに見舞われています。「いつもの夏」に限らず、「いつもの秋」

も「いつもの冬」も来ません。通常 9 月の末に蒔いていた玉ねぎの種を、常識はずれの 10 月に蒔

いて、去年は成功。………しかし今年はすでにこんなに寒くなり、玉ねぎは無事に育つか、怪しくな

ってしまっています。去年はもうちょっと暖かかったんですがね………。 

 

ここまで気候を変えてしまったのは、人間の仕業なのですが、何より気になるのは、次の世代の

子どもたちのことです。彼らが農業をするとしたら、そのころには、もっとたいへんなことになるでしょ

う。彼らのために、何もできないけれど、せめて、こんなにひどい気候の中でも、なんだか美味しい

野菜を作っていた男がいたことを、野菜の味と一緒に覚えていてくれたらと思います。 

【評議員】任期：2025 年～2029 年 
遠藤裕邦    地域 
大原日恵    当事者団体 
須賀祥枝    地域 
村松恵美    かれん家族の会 
宇都口澄子   かれん家族の会 
井上麻子    専門 
青木恵美子   専門 

西脇太郎    専門 

❖社会福祉法人かれん 理事・監事・評議員紹介（敬称略） 

【理事】任期：2025 年～2027 年 
新堂泰江   かれん職員 
篠﨑元彦   地域 
成富正信   学識 
志村鈴代   かれんボランティア 
新堂芳枝   かれん職員 
吉藤祐美女  かれん職員 
岩山みどり  専門 

【評議員選任・解任委員】任期 2025 年～2029 年 
河野芳子 
下垣内美恵子 
藤澤抱一 
小林いつ子  

【監事】任期：2025 年～2027 年 
下垣内美恵子 
藤澤抱一 
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「かれん」に寄せて  森山眞理子 

 薬学生の時「公害原論（宇井純一先生）」・「医学原論（高橋晄正先生）」の講座聴講から薬害「サリドマイド」

及び「キノホルム」を知りました。薬剤師は調剤するも被害者に罪を問われません。「なぜ？」これが疑問でし

た。キノホルム被害者支援活動で服用の漢方薬について被害者の質問を受け、漢方薬を知らなければ答えられな

いと考えました。それが東洋医学への導きの発端です。それから「漢方薬と鍼灸は両輪である」と教えていらし

た禅僧の荒木正胤先生に出会え、漢方薬局で勉強しつつ鍼灸学校へ通ったのです。 

ところが卒業したもののその後の算段も無くお先真っ暗！そんな時「侵略と差別と闘うアジア婦人会議」を主

宰していらした飯島愛子さん（荒木先生の漢方薬服用）から「ふぇみん」の志沢允子さんと市村順子さんに繋が

ったのです。御縁はただただありがたく今でも不思議な光筋を感じます。私には手持ちの駒は何もなく有ったの

は人の御縁だけでした。それが太く確かな温かい信頼の人々の縁でした。 

1981 年市村さん宅で「みづ治療室」をオープンさせて頂けたのです。そこは石鹸・無農薬・無添加品の共同購

入の「はこべの舎」でした。この年は清野隆史と結ばれた年でもあり「みづ」を続ける人生になりました。隆史

は「漢方薬局と鍼灸院を二人でやる」と言ってからいつも、いつでも私を第一に考え伴走し、道を築いてくれま

した。『漢方みづ（漢方みづ薬局・鍼灸治療室みづ）』は 2024 年 3 月 1 日終了しました。隆史は最後まで自分の

意思を貫き自室にて 3 月 16 日旅立ちました。（いつもの「みづ」の開始時間でした。「みづ」を構築展開できた

のは大倉山の「かれん」の創始者の方々のお蔭です。その恩に報い引き続き環境・障害のある人々への問題を発

信し続ける連帯者として僅かでも出来たらと二人で寄付することにいたしました。「かれん」の発信が末永く明

るい・温かい未来へ繋がりますよう。 

（附）「漢方みづ」の意味  東洋医学によって自らの身体の気付きを得て薬害に遭遇しないよう情報を発信し、

女たち男たちの自らの身体を漢方薬・鍼灸で治療するスペースであり、語り合えるサロンとす。 

（附）私は幼いころ、母のたった一人の妹の「生まれ変わり」と言われました。叔母は薬剤師でした。戦時中（1945

年 2 月）肺結核で逝去「当時薬剤師は結核で皆死んだ」と母の言葉です。詩人茨木のり子さん（当時薬学生）の

書物でその過酷労働を知りました。1920 年申年生まれ。市村順子さんと同年でした（！）。なぜか申年の方（飯

島愛子さん等々）にお世話になっています。 

（附）「キノホルム薬害」 （編集註 1958 年頃～）キノホルムは日本でのみ下痢や腹痛など腹部症状に処方さ

れ各地で集団発病することから伝染病（ウィルス？）との説も出た。足先からの痺れ・歩行困難・失明・狭心症

など死者多数、うつる病とされ自殺者も生じた。河川敷（戸田ボート場）では「天皇出席時感染させては」と予

防薬として保健所が住民に配り被害を増大させた。原因不明でスモン病と言った。原因はキノホルム投薬（医者・

国の責任）である。（海外ではアメーバー赤痢の薬とのみ認知）。私は被害者の方々に「疲れていて下痢をした時

医師の処方で服薬」と実態調査中に聞きました。弱った身体は「補う」のが東洋医学の治療原則です。殺菌剤な

どの攻撃治療では生体が損なわれるのは明らかです。抗生物質により下痢する児童も鍼灸施術に換えて漢方薬で

補うとニコニコの元気な子になるのです。おむつも取れない幼な児が「ハリをするんだ」と一生懸命服を脱ごう

として手を差し出すように、何千年前の人から受け継がれた貴重な施術をいかして伝承する責任を感じます。今

日進化生物学は「体の症状は身を守るための防衛反応である」と指摘しています。これは東洋医学の治療法と通

じ、やっと西洋医学がここまで来たのだと思ったものです。近代医学は「今日の常識明日の非常識」と言われま

すが身体への見つめ直しが大切でしょう。 

（附）「サリドマイド薬害」 つわり予防＜催眠＞薬として処方。（編集註 1960 年前後）胎児に様々な障害が生

ず。被害者＜今 60 代＞は身体障害が二次的も含め進行し続けています。日本ではこうした二次的な被害に対す

る補償は無い。ドイツでは被害者の闘いから補償の取り組みが年金を含め法的にされている。ドイツの販売中止

後（編集註 1961 年）も日本は因果関係を認めず、尚且つ中止後も胃腸薬に入れ（在庫処分）被害を増した。ア

メリカでは当時の FAD（食品医薬品局）が最初から許可せず（編集註 胎児への影響に関するデータがないとの

理由）サリドマイド児の出産はない。 2025.11.6  

（編集註 以上 註以外は森山様から頂いた原文の通りです。森山眞理子様は『漢方みづ（漢方みづ薬局・鍼灸

治療室みづ）』を故清野隆史様と主宰なさっていました。2024 年 3 月に終了した診療室をこのたび売却なさって

清野様とのお約束の通りに社会福祉法人かれんへご寄付くださいました。） 
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社会福祉法人かれん 令和 6（2024）年度決算報告（１） 
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社会福祉法人かれん 2024年度（令和6年度）決算報告            理事長   新堂泰江 

♦2024 年度（令和 6 年度）の法人単位の資金収支計算書 資金活動計算書 貸借対照表です。 

♦2023 年度末に発表された報酬改定は事業別に影響が異なりましたが心配したほどの大きな減額とはなり

ませんでした。2024 年度は一昨年に比べて会計状況は改善されているように見えますが、事業所ごとに課

題があります。就労系は利用者さんの加齢などの変化に伴う利用人数の減少があります。グループホームは

利用体制変更に伴う空き室の影響を受けました。生活介護は事業所により課題が異なります。収入に対して

人件費が多い所は検討が必要です。少ない人数のやりくりで会計が改善されている所では職員の負担はどう

なのかなど考えるべき問題ととらえています。 

♦年度末に横浜市健康福祉局による借地・借家費補助制度に関する説明会がありました。今後この補助制度

がなくなっていくことに備えて、私たちは環境を見まわして必要な対策を取っていくことが次年度の課題と

なります。 

♦貸借対照表を見ていただくと、基本財産 1,450 万円、権利 （保証金）17,195,750 円、その他の預貯

金、備品、商品など合わせて社会福祉法人かれんの純資産は 118,627,353 円となります。６月 13 日（金） 

の定時評議員会にて計算書類承認の決議を受け 6 月 23 日に資産総額変更の登記は完了しています。 

 



 

 

 

 

 

  

社会福祉法人かれん 令和 6（2024）年度決算報告（2） 
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社会福祉法人かれん 令和 6（2024）年度決算報告（3） 
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カット 百田佳恵（アート・メープルかれん） 

12 発行日／2025年 12月 1日 編集・レイアウト／事務局 小林いつ子 かれんの風 vol.22 №01 

  

社会福祉法人かれん 事業所一覧 
 
❖就労継続支援Ｂ型事業所：オーガニックスペース・モアかれん 
  オーガニックスペースかれん 〒222-0032 港北区大豆戸町 2-9 頼ビル 2 階    TEL/FAX 547-2190 
  自然食のお店かれん     〒222-0032 港北区大豆戸町 2-9 頼ビル 1 階   TEL/FAX 545-8939 
  みんなのお店        〒222-0037 港北区大倉山 1-18-8       TEL/FAX 544-4021 
   
❖生活介護事業所：アート・メープルかれん 
    アートかれん／ギャラリーかれん 〒222-0037 港北区大倉山 1－11－4      TEL/FAX 543-3577  
  メープルかれん   〒222-0032 港北区大豆戸町 3-3 シェモワ大倉山１階  TEL/FAX 546-1757 
 
❖生活介護事業所：ペパーランド・コミュニティかれん 
  コミュニティかれん     〒222-0032 港北区大豆戸町 914-6  V-102   TEL/FAX 717-8085 
  ペパーランドかれん     〒222-0002 港北区師岡町 384-5 1 階      TEL/FAX 717-7097 
  
❖共同生活援助事業所    オブラディ・オブラダ おうちかれん 
  オブラディ・オブラダ    〒222-0032 港北区師岡町 384-5 2 階       TEL/FAX 717-7098 
  おうちかれん        〒222-0035 港北区鳥山町 1020-2           TEL/FAX 548-4525 

◆かれんホームページ http://karen.or.jp 


